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決
算
の
認
定
に
つ
い
て

総
務
部

東
庁
舎
の
耐
震
診
断
が

必
要
な
建
物
と
し
て
前
年

度
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
東
庁
舎
周
辺
整
備
事

業
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

質
疑
に
対
し
、
前
年
度
、

耐
震
診
断
予
算
が
承
認
さ

れ
た
が
、
経
費
の
比
較
な

ど
で
耐
震
診
断
は
行
わ

ず
、
東
庁
舎
周
辺
整
備
事

業
に
統
合
す
る
と
説
明
。

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委

託
事
業
で
の
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が

死
亡
さ
れ
、
相
続
の
放
棄

や
相
続
人
が
外
国
人
で
事

務
が
停
滞
し
て
い
る
場
合

の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
、
ま
た
、
不
能
欠
損
処

分
の
実
施
基
準
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

契
約
業
務
管
理
経
費
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
以
降
、

毎
年
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化

に
よ
る
も
の
か
、
同
時
に

入
札
及
び
契
約
の
公
平
性

は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

歳
入
で
市
税
の
不
能
欠

損
額
と
し
て
滞
納
繰
越
分

1
4
1
9
万
4
6
1
0
円
、

固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越

分
4
9
7
万
6
4
3
5
円

と
な
っ
て
い
る
が
地
方

税
の
消
滅
期
限
が
5
年
だ

が
、
そ
の
間
の
対
応
は
適

切
だ
っ
た
の
か
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

建
設
経
済
部

市
営
住
宅
改
修
事
業
に

つ
い
て
、
宮
の
森
団
地
24

戸
の
改
修
で
9
戸
の
実

施
、
残
る
15
戸
の
改
修

は
。
こ
れ
に
対
し
平
成
28

年
度
に
6
戸
、
残
り
9
戸

は
平
成
29
年
度
以
降
に
な

る
と
説
明
。

内
陸
型
国
際
総
合
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、
実
現
に
向
け
て
ク

リ
ア
す
べ
き
も
の
は
何

か
、
総
事
業
費
は
い
く
ら

か
。
こ
れ
に
対
し
、
お
金

の
調
達
も
含
め
て
事
業
全

体
を
ど
う
い
っ
た
形
で
進

め
て
い
く
の
か
、
完
成
後

の
運
営
に
つ
い
て
も
ど
う

進
め
る
の
か
が
課
題
。
総

事
業
費
は
平
成
26
年
基
本

計
画
策
定
時
で
22
億
円
と

答
弁
。

草
津
線
複
線
化
促
進
事

業
で
は
利
用
者
拡
大
と
複

線
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

質
疑
。
利
用
者
数
の
多
い

順
番
は
甲
西
駅
、
三
雲

駅
、
石
部
駅
の
順
で
、
近

年
利
用
者
数
は
横
ば
い
状

態
で
す
と
答
弁
。

政
策
調
整
部

保
育
士
は
、
現
在
の
人

数
で
充
足
し
て
い
る
の

か
、
臨
時
保
育
士
の
給

与
、
保
育
士
の
待
遇
改
善

を
求
め
た
質
疑
。
こ
れ
に

対
し
給
与
は
県
内
で
は
真

ん
中
。
近
隣
4
市
で
は
、

2
万
円
か
ら
3
万
円
湖
南

市
が
低
い
。
今
年
度
の
賃

金
見
直
し
の
際
に
検
討
し

た
い
と
の
答
弁
。

消
防
用
備
品
購
入
事
業

で
は
ホ
ー
ス
の
点
検
と
耐

用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る
も

の
に
対
す
る
対
策
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
は
年
に
4

回
分
団
ご
と
に
訓
練
を
し

て
い
る
。
甲
賀
市
と
共
同

で
常
備
消
防
と
の
総
合
訓

練
も
実
施
。
そ
の
時
に
同

じ
ホ
ー
ス
は
使
わ
ず
ホ
ー

ス
を
回
し
て
運
用
を
し
て

い
る
。
耐
圧
試
験
は
現
在

行
っ
て
い
な
い
、
人
命
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
答

弁
。甲

賀
病
院
の
救
急
車
の

受
け
入
れ
が
減
っ
て
い
る

湖
南
消
防
で
の
隊
員
の
意

見
な
ど
を
つ
か
ん
で
い
る

か
の
質
疑
に
対
し
、
危
機

管
理
・
防
災
課
で
は
つ
か

ん
で
い
な
い
。

市
民
環
境
部

火
葬
場
施
設
整
備
事
業

で
は
宮
の
森
火
葬
場
の
跡

地
利
用
の
計
画
に
つ
い

て
、
ま
た
、
火
葬
場
施
設

整
備
事
業
遅
延
損
害
金
が

発
生
し
た
理
由
、
経
過
説

明
を
求
め
る
意
見
に
対

し
、
宮
の
森
、
笹
ヶ
谷
火

葬
場
跡
地
は
、
ま
だ
具
体

的
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

健
康
福
祉
部

生
活
保
護
費
支
給
事
業

で
前
年
度
よ
り
増
額
に

な
っ
て
い
る
要
因
、
扶
助

費
で
の
不
用
額
が
多
い
問

題
。
成
人
健
診
及
び
各
種

が
ん
検
診
事
業
で
は
前
年

度
よ
り
検
診
受
診
者
が

減
っ
た
理
由
。
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
で
の
取

り
組
み
の
現
状
と
成
果
に

つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

教
育
部

奨
学
資
金
給
付
事
業
の

平
成
27
年
度
決
算
額
か
ら

み
て
、
平
成
28
年
度
の
予

算
は
5
0
0
万
円
ほ
ど
の

減
と
な
っ
て
い
る
が
理
由

に
つ
い
て
質
疑
。
通
学
路

に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策

へ
教
育
委
員
会
の
取
組
み

と
各
課
連
携
の
中
心
的
役

割
が
必
要
で
は
な
い
か
と

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
討
論

初
め
て
自
主
財
源
と
依

存
財
源
が
逆
転
す
る
事

態
、
そ
の
要
因
は
市
税
の

減
収
。
地
方
債
残
高
で
は

発
行
額
が
償
還
額
を
上
回

る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測

さ
れ
る
。

職
員
数
は
近
隣
の
他
自

治
体
と
比
べ
て
も
少
な
い

状
況
。
保
育
現
場
で
は
正

規
職
員
よ
り
も
嘱
託
、
臨

時
の
割
合
が
多
く
、
給
与

で
は
近
隣
他
市
と
の
比
較

で
平
均
2
万
円
も
少
な

い
。
改
善
す
べ
き
。

賛
成
討
論

経
常
収
支
比
率
が
94
・

7
％
で
平
成
22
年
度
の

88
・
2
％
か
ら
財
政
の
硬

直
化
が
進
ん
で
い
る
の
は

確
か
。
短
期
、
長
期
、

総
合
的
に
改
善
を
図
る

と
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
予
算
審
査
で
の

指
摘
が
決
算
報
告
で
改
善

さ
れ
て
い
る
。
基
金
も

2
億
5
千
万
円
積
み
立
て

て
い
る
。

賛
成
多
数
で
認
定

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

交
通
事
故
に
よ
り
保
険

を
使
用
さ
れ
た
第
三
者
行

為
に
係
る
損
害
賠
償
金
9

件
と
あ
る
が
そ
の
内
容
に

つ
い
て
。
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
実
態
と

決算常任委員会
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